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宮
城
県
東
松
島
市
は
、
東
日
本
大
震

災
発
生
以
降
、
阿
蘇
市
を
始
め
熊
本
県

の
皆
さ
ん
か
ら
多
く
の
支
援
を
い
た
だ

い
て
い
ま
す
。
そ
の
概
要
と
復
興
の
状

況
を
紹
介
し
ま
す
。

　
震
災
発
生
直
後
の
平
成
23
年
４
月
か

ら
12
月
ま
で
、
熊
本
県
の
県
職
員
・
市

町
村
職
員
に
よ
る
合
同
支
援
チ
ー
ム

「
チ
ー
ム
熊
本
」（
全
34
次
）
が
東
松
島

市
に
派
遣
さ
れ
、
市
役
所
で
の
災
害
対

応
窓
口
業
務
や
申
請
書
類
の
整
理
、
市

内
で
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
な
ど
多
岐

に
わ
た
り
ご
支
援
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　
平
成
24
年
４
月
か
ら
は
熊
本
市
職
員

お
よ
び
熊
本
県
内
の
市
町
村
職
員
約
40

人
が
、
東
松
島
市
の
復
興
事
業
を
担
う

た
め
、
最
長
１
年
間
長
期
派
遣
さ
れ
て

い
ま
す
。

　
ま
た
、
熊
本
県
内
の
小
学
校
か
ら
被

災
し
た
東
松
島
の
学
校
に
支
援
米
が
届

け
ら
れ
た
り
、
熊
本
市
図
書
館
か
ら
東

松
島
市
図
書
館
に
移
動
図
書
館
バ
ス
が

貸
し
出
さ
れ
る
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
形

で
の
ご
支
援
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
熊
本
県
Ｐ
Ｒ
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー･

く
ま
モ
ン
も
、
被
災
し
た
東
松

島
の
保
育
所
な
ど
を
訪
れ
、
子
ど
も
た

ち
を
励
ま
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

現
在
、
被
災
さ
れ
た
方
々
は
、

１
４
５
０
戸
以
上
の
仮
設
住
宅
や
、
市

内
外
の
民
間
賃
貸
住
宅
な
ど
に
入
居

し
、
今
後
の
生
活
や
将
来
の
展
望
を
模

索
し
て
い
ま
す
。

　
大
き
な
課
題
と
し
て「
住
宅
の
再
建
」

「
公
共
交
通
機
関
の
復
旧
」「
雇
用
の
確

保
と
地
域
経
済
の
復
興
」
な
ど
が
挙
げ

ら
れ
ま
す
。
特
に
快
適
な
住
環
境
と
安

定
し
た
雇
用
の
確
保
が
実
現
し
な
け
れ

ば
、
本
市
か
ら
の
人
口
流
出
を
防
ぐ
こ

と
が
で
き
ま
せ
ん
。

　
東
松
島
市
で
は
、
被
災
し
た
市
民
の

皆
さ
ん
に
と
っ
て
「
災
害
に
強
く
安
全

な
ま
ち
」「
安
心
し
て
笑
顔
で
暮
ら
せ

る
ま
ち
」
と
な
る
よ
う
、
内
陸
部
へ
の

集
団
移
転
先
の
造
成
工
事
と
災
害
公
営

住
宅
の
建
設
・
入
居
、
合
わ
せ
て
市
民

の
住
宅
再
建
を
進
め
て
い
ま
す
。
同
時

に
、
新
た
な
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
形

成
・
再
構
築
の
た
め
、
市
と
市
民
が
一

体
と
な
っ
て
協
働
で
取
り
組
む
組
織
を

立
ち
上
げ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
持
続
可
能
で
新
た
な
ラ
イ
フ

ス
タ
イ
ル
と
な
る
モ
デ
ル
都
市
を
目
指

し
、
３
年
前
、
東
松
島
市
は
国
の
環
境

未
来
都
市
の
認
定
を
受
け
、
昨
年
夏
に

は
野の
び
る蒜
海
岸
近
く
に
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
が

完
成
し
て
い
ま
す
。

　
そ
し
て
、
震
災
に
よ
り
代
行
バ
ス
で

の
運
行
が
続
い
て
い
る
Ｊ
Ｒ
仙
石
線

東松島市総務課　小 山 淳 志さん

熊 本 と 東 松 島 の絆東 日 本 大 震 災 宮 城 県 東 松 島 市 の 現 状 報 告

　２０１１年に発生した東日本大震災から 3 年が経
過。少しずつ被災地の現状を知る機会も減っている
ような気がします。
　そのような中、阿蘇市職員が震災直後から復興支
援に当たった宮城県東松島市から、被災地の“今”
を伝えていただきました。
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宮城県東松島市
● 市の概要
　【人口】40,193 人　【世帯数】14,905 世帯（平成 26 年 3 月 1 日現在）
　【基幹産業】農業（米、野菜など）、水産業（カキ、海苔など）
● 東日本大震災の被害状況
　【死者】1,109 人　【行方不明者】25 人　【遺体収容数】1,066 人
　【家屋被害】全壊：5,513 棟　大規模半壊：3,060 棟
　　　　　　半壊：2,500 棟　一部損壊：3,506 棟

は
、
鉄
道
路
線
を
内
陸
部
に
移
し
て
平

成
27
年
中
に
開
通
予
定
で
す
。

　

津
波
で
被
害
を
受
け
た
農
地
や
漁

港
・
河
川
海
岸
の
堤
防
の
復
旧
工
事
は

現
在
も
進
め
ら
れ
、
地
域
経
済
の
担
い

手
で
あ
る
市
内
の
事
業
者
た
ち
も
、
そ

れ
ぞ
れ
の
業
種
・
分
野
で
頑
張
っ
て
い

ま
す
。

　
復
興
へ
の
道
の
り
は
ま
だ
ま
だ
長
く

険
し
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら

も
、
被
災
地
・
東
松
島
の
こ
と
を
想
う

こ
と
、
記
憶
し
て
い
た
だ
く
こ
と
だ
け

で
も
、
大
き
な
支
援
に
な
り
ま
す
。

　

熊
本
県
と
東
松
島
市
の
縁
と
絆
が
、

こ
れ
か
ら
も
よ
り
一
層
深
ま
る
こ
と
を

願
っ
て
い
ま
す
。

（上）奥松島「絆」ソーラーパークは、復興と「環
境未来都市」を支援する民間企業からの事業提案か
ら実現したもので、一般家庭の約 600 世帯に相当
する発電が可能。発電した電気はすべて電力会社に
売電する。敷地内に高さ 4㍍の築山があり、環境学
習の場として自由に見学することができる。

（下）戸建型および集合型の災害公営住宅として約
1,000 戸を整備。ことし 4月には、小松谷地地区災
害公営住宅をはじめとする約 250 戸が完成し、順
次入居を開始予定。なお、平成 27年度までに順次
整備、完成・入居していく予定。

阿蘇市と東松島市の絆

　阿蘇市は、熊本県の合同支援チームの
一員として、東松島市に 2011 年４月
から 12 月までの間に、32 人の職員を
派遣し、罹災証明書の発行業務やボラン
ティアセンターの活動支援に当たりまし
た。県内では熊本市、天草市に次ぐ職員
を派遣。東松島市の阿部秀保市長からも
お礼の書簡をいただいています。
　一方で、平成 24 年 7 月の九州北部豪
雨災害時には、いち早く東松島市職員ら
が阿蘇市に駆けつけていただき、災害復
興寄付金をいただくなど、市同士の絆
は、より一層関わり深いものとなってい
ます。

支援に当たった熊本県市町村職員

仙台市


